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心をひとつに 完全燃焼 

天気に恵まれた運動場に、子供たちの歓声が響きわたり、今年度の運動会が盛会のうちに幕を閉じ

ました。 

今年のテーマは「心をひとつに 完全燃焼」。この言葉通り、桜町小の子供たちは、自らのエネルギ

ーをすべて出し切る素晴らしい姿を見せてくれました。 

最後まであきらめずにトラックを駆け抜ける真剣な眼差し。 

喉をからさんばかりに仲間へ送る、ありったけの応援。 

満面の笑みを輝かせ、体いっぱいで表現するダンス。 

そして、お互いに声を掛け合い、互いのためにと動き回る係活動の姿。 

心を一つに団結し、一人ひとりが持つ可能性を随所で発揮してくれた子供たちの姿は、見る者すべ

ての胸を打ち、感動と元気を届けてくれました。改めてその底力に胸が熱くなる一日となりました。 

この感動は、決して子供たちだけの力で生み出されたものではありません。保護者の皆様、地域の

皆様が、最初から最後まで子供たちを温かいまなざしで見守り、惜しみない拍手とご声援を送り続け

てくださった後押しがあったからこそです。 

また、SST の皆様には、来賓の皆様への細やかな受付・接待など、会の円滑な運営を支えていただ

きました。最後のテント撤去作業には、たくさんのお父様方に参加していただきました。本当に助か

りました。「大人が汗を流して学校を支える背中」そのものが、子供たちへの大きなメッセージにな

ったように思います。本当にありがとうございました。 

大人も子供も、みんなが一つになった運動会でした。この運動会という大きなステージを通じて、

子供たちは教科書だけでは学べない、貴重な経験を積みました。とりわけ最高学年である６年生は、

学校のリーダーとしての責任感をその背中に漂わせ、一回りも二回りも大きく成長してくれました。

その姿に憧れ、追いかけた下級生たちもまた、それぞれに確かな成長の足跡を残しています。 

どの子供の心の中にも、「もっとよくなりたい」「仲間と喜び合いたい」という、大きなエネルギー

が眠っています。どうかご家庭でも、お子様が完全燃焼したその頑張りを、言葉にしてたくさん褒め

てあげてください。 

子供たちがこの運動会で得た自信と学びを胸に、次なるステージへと力強く歩めるよう、これから

も皆様と連携しながら教育活動を進めてまいります。 

 

（以下は、６年生の「運動会の振り返り」です。） 

ぼくは、６年生最後の運動会でフラッグとリレーと応援合戦をしました。 

フラッグでは左利きだけど右持ちでしました。最初は右持ちになかなか慣れず、苦戦しました。練

習して上達してきたものの、サビの速いテンポだけ上手くできませんでした。本番ではじゃっかんの

遅れはあったけど、最初と比にならないぐらい上手くできました。  

リレーではあまり足が速くないけど一生懸命走りました。バトンパスも練習していましたが、本番

ではミスしてしまい、５位になってしまいました。 

応援合戦では初めての「イケイケコール」や応援歌、エールで力いっぱい声を出しました。初めて

のイケイケコールに少し戸惑ったけど、本番では声がかれるぐらい出して、青組の初優勝をつかみま

した。この経験を後の修学旅行などに生かしたいです。            

 

私が運動会に向けて頑張ったことは２つあります。 

1 つ目はリレーの練習（バトンパスの練習）です。自分の力だけじゃ勝つことはできないけど、み

んなが自ら練習に参加してくれてとても楽しかったし、本番ではとても達成感を味わうことができま

した。 

２つ目は「分からないことは先生にしっかり聞くこと」です。フラッグはみんなの動きが合ってこ



その演技なので、全体でそろっていないところは先生に聞いてみんなと動きをそろえられました。本

番は過去最高の演技ができたと思います。 

本番は赤組が３位というとても悔しい結果でした。ですがリレーでは１位２位フィニッシュできた

し、フラッグでも笑顔でできたのでよかったです。それに小学生最後の運動会、とても楽しく締めく

くることができました。そして今回の運動会は、６年生はテント設営など、様々なことをしました。

そのことで運動会はあっという間に終わるけど、それを楽しむためには準備が必要ということが分か

りました。私たちは後片付けをしなかったけど、保護者の方たちが頑張ってくれたことも分かりまし

た。まずは先生、自分の親、SSTの皆さんにお礼を言う機会があればお礼を言いたいです。 

これからは運動会で学んだ仲間との協力することの大切さを生かしてコッコデショを最高の演技

にしたり、小体会ではチームみんなで協力して作戦を立てて優勝したりしたいです。そして、小学校

生活最後なので、思いっきり楽しんで、しっかりやるときはしっかりやる、楽しむときは楽しむ、な

どメリハリをつけて頑張っていきたいです。                

 

私が運動会で一番心に残ったことは、リレーです。どうしてかというと、みんなで昼休みにたくさ

ん練習したからです。小学校生活最後の運動会で、やる気が高まっている中、練習をして少しずつバ

トンパスが上達していきました。私にとって、リレーはバトンパスや速く走ることができればいいと

思っていました。ですが、もう一つ大切なことは、仲間を信じることです。リレーのバトンパスの時

は、前を見て走りながらもらわないといけません。前を見ながら走るということを言われたときは、

「簡単ですぐできる」と思っていました。ですが、実際にやってみると、とても難しく、不安な気持

ちでいっぱいになりました。でも、練習を重ねていくにつれ、だんだん後ろを向かずに走れるように

なりました。少しずつ上達していきましたが、迎えた本番は走順が１１番という最後らへんだったこ

ともあって緊張しました。ですが、前、友達が「みんな誰かのせいにはしないから、大丈夫だよ」と

言ってくれたことを思い出し、今までで一番速く走ることができました。そして白組は３位という練

習よりもいい記録が出せました。そして、退場の時はやり切ったという気持ちでいっぱいでした。 

私はこの運動会で、特に仲間を信じる大切さを学びました。これからは「最後の○〇」が増えると

思います。その時は仲間を信じてたくさん思い出をつくりたいです。     
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